
公共施設等総合管理計画及び個別計画について

2020年12月21日（月）
郡山市財務部公有資産マネジメント課

郡山市イメージキャラクター がくとくん 1

奥州市議会総務常任委員会 行政視察



2

１ はじめに

２ 郡山市公共施設等総合管理計画の概要

３ 郡山市公共施設等総合管理計画個別計画の概要

４ 公共施設マネジメント推進の組織体制等

５ 市民の意識醸成や合意形成の取り組み

６ これまでの成果及び今後の課題等



3

１ はじめに

２ 郡山市公共施設等総合管理計画の概要

３ 郡山市公共施設等総合管理計画個別計画の概要

４ 公共施設マネジメント推進の組織体制等

５ 市民の意識醸成や合意形成の取り組み

６ これまでの成果及び今後の課題等



奥州市と郡山市との比較

人口
(人)

面積
(㎢)

人口密度
(人）

標準
財政規模
(千円）

財政力
指数

実質
収支比率
(％)

公債費比率
(%)

経常
収支比率
(%)

郡山市 321,735 757.20 443 68,306,533 0.82 5.8 5.0 88.3

人口
(人)

面積
(㎢)

人口密度
(人）

標準
財政規模
(千円）

財政力
指数

実質
収支比率
(％)

公債費比率
(%)

経常
収支比率
(%)

奥州市 114,876 993.30 120 34,496,116 0.43 1.2 16.6 97.0

※人口はＲ2.9月末現在、決算数値等は両市Ｈ30決算状況から抜粋
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福 島 県 郡 山 市

人口規模 東北地方 第３位
※1位仙台、2位いわき

知の
結節点

首都圏からの良好なアクセス
・東北新幹線
・東北・磐越自動車道
学術・研究機関など「知」が集結

経済県都 「農業・商業・工業」が
バランスよく発展
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郡山市のなりたち
 1924年(大正13) 9月1日小原田村を合併し、市制を施行

(戸数7,163戸、人口39,003人、予算52万円)

 1954年(昭和29) 富田村を合併

 1955年(昭和30) 大槻町と高瀬村等の一部
を合併

 1965年(昭和40) 安積郡9か町村と
田村郡3か町村合併
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施設の保有状況（建物）

8

市民１人あたり
延床面積

3.6㎡/人

【中核市比較】

12位/45市

（平均：3.2㎡/人）
※H27.3.31時点

（743施設）

1,187,260㎡



施設の保有状況（建物以外）
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下水道

公園
627か所 381.5ha
（東京ドーム約81個分）

【中核市比較】
５位/45位

道路・橋梁
道路延⾧ 3,554.0㎞

（日本の南北の⾧さの約1.3倍）
【中核市比較】
７位/45市

水道

管路 1,844.7㎞
（水道普及率96.8％）

【中核市比較】
38位/45市

管路 1,293.2㎞

（下水道普及率76.0％）

【中核市比較】
35位/45市

橋梁 812橋



老朽化の状況

築30年以上の
公共施設

全体の47.1％

（10年後は76.5％）
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人口の見通し
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老朽化対策の費用
現在の施設を全て維持する場合・・・今後30年間で 5,193億円必要

投資可能見込額 : 4,122億円（1,071億円の不足）

※普通会計の場合
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計画の期間と目標値
期間
30年間（2016年度～2045年度）

目標値 （普通会計）

①⾧寿命化 ９０１億円削減 （１年あたり30億円相当）
※30年間目標

②総量縮減等 １７０億円削減 （公共施設延床面積4.5％相当）
※10年間目標
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公共施設等マネジメントの実施方針
施設の⾧寿命化

・法定点検・日常点検の結果及び老朽化状況に基づく予防保全の実施

・通常の建物は、原則80年まで建物寿命の延伸を目指す。

【何もしない】

80年～【⾧寿命化】

～60年～30年

建替

建替
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総量縮減等

維持管理・修繕・改修・更新等の実施方針

・計画的に修繕・改修を行い、省エネ、市民協働等により効率的に維持管理

・公共施設の建替えは必要な部分のみとし、現状と同等以下の規模とする

・民間資金やノウハウを活用し、コスト縮減や質の高いサービス提供を目指す
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施設のあり方を見直し、市民サービスを維持しながら
他自治体や民間と連携し、「複合化」「多機能化」などによる
総量の縮減を図り、施設を有効活用する

地区の特性に配慮した実施方針

利用状況や将来の人口構造変化に配慮しつつ、施設の最適化を実施
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利用者の安全確保

・高い危険性が確認された施設は、速やかに必要な措置を講じる

・使用見込みのない施設は早期の処分等を検討

安全確保の実施方針

耐震化の実施方針

避難施設やライフラインに直結する施設など
から優先的かつ効率的・効果的に実施
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実施体制
郡山市公有資産活用調整会議において、計画の進捗管理を行うとともに

全庁的な研修の実施や情報の共有化を図る。

《郡山市公有資産活用調整会議》
・目的

市が保有する土地、施設等の公有資産の情報の共有化
公有資産の有効活用及び最適化の推進による財政の健全化を目指し
資産の活用方法等の検討、庁内の調整を行う

・組織 25名
委員⾧ 公有資産マネジメント課⾧
副委員⾧ 公有資産マネジメント課⾧補佐
委員 総務部、政策開発部、財務部主管課⾧が指名する職員

各部局⾧が指名する職員
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ユニバーサルデザイン化の推進

・2018年2月 総務省
「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針の改訂について」

総合管理計画に記載すべき事項に
「ユニバーサルデザイン化の推進方針」追加

・2018年4月 公共施設等適正管理推進事業債
「ユニバーサルデザイン化事業」追加

2019年3月 郡山市公共施設等総合管理計画（追補版）
「ユニバーサルデザイン化の推進方針」策定
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計画の進行管理について
進捗管理

公有資産活用調整会議においてＰＤＣＡサイクル
による進捗管理を実施

計画の見直し
原則10年ごと
社会情勢や財政状況等により、実情とのかい離が
生じた場合には必要に応じて見直しを実施
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計画策定後の取り組み

計画の推進
施設日常点検（2017年度～）
公共施設マネジメント研修会（2017年度～）

自治体等との連携
こおりやま広域連携中枢都市圏（16市町村）における

公共施設の相互利用検討（2019年度～）
ハローワーク「マザーズコーナー」の設置（2020年度～）
※ 子育て支援施設内への設置は全国初
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公共施設マネジメント研修会
【目的】
・公共施設マネジメントに対する意識醸成、推進手法、
先進事例などの情報共有

・こおりやま広域圏における公共施設等マネジメント推進

22

年度 内 容 講 師 対象者 参加者数

2017「公共施設最適化にあたっての課題」 (一財)建築保全センター 池澤 龍三 氏 施設所管課 課⾧補佐
担当係⾧ 86名

2018「公共施設マネジメント合意形成の手法」 パブリック・ハーツ㈱ 水谷 香織 氏
施設所管課 課⾧

担当係⾧
行政センター副所⾧
広域圏職員

112名

2019

「公共施設マネジメント実行の重要性」 (一財)建築保全センター 池澤 龍三 氏 施設所管課 課⾧
行政センター所⾧ 52名

「個別施設計画策定後の公共施設マネジメントの実践」

「公共施設マネジメントの実践と課題」

前橋工科大学 堤 洋樹 氏

鳥取市資産活用推進室 宮谷 卓志 氏

施設所管課 担当係⾧
広域圏職員
県内自治体職員

120名



計画策定後の取り組み
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個別計画策定スケジュールについて
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計画の目的・期間・対象

計画期間

８年間（2018年度～2025年度）

対象

公共施設等総合管理計画に
定める施設類型の全施設

26

目的
公共施設等総合管理計画に基づく
施設類型ごとの具体的方針

《施設類型》



マネジメント方針・施設類型別最適化方針
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「郡山市公共施設等総合管理計画
個別計画 概要版」によりご説明します。

マネジメント方針 2～３ページ

施設類型別最適化方針 ４～5ページ



マネジメント方針・施設類型別最適化方針
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「郡山市公共施設等総合管理計画
個別計画 概要版」によりご説明します。

マネジメント方針 2～３ページ

施設類型別最適化方針 ４～5ページ



個別施設の評価と検討の方向性
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個別施設の評価と検討の方向性
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個別施設計画策定後の流れ
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公共施設マネジメント推進体制
 担当部署

 2013年度 公有資産活用室（財務部管財課内）
 2014年度 公有資産マネジメント課

（資産管理係5人、資産活用係5人、施設・インフラ係4人）

 2017年度 係体制変更 （施設計画係3人、施設保全指導係4人）

 全庁的な協議の場 ＝ 公有資産活用調整会議
33

財務部

施設保全指導係施設計画係資産活用係資産管理係

公有資産マネジメント課
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市民の意識醸成や合意形成の取り組み
公共施設等総合管理計画策定

 まちづくりネットモニター調査（2014年9月）
 市民アンケート（2015年1月～3月）
 パブリックコメント（2015年12月）
 公共施設シンポジウム（2016年1月:200名参加）

個別計画策定
 計画原案に関する住民説明会（2017年9月～10月:16回（15会場） 238名参加
 パブリックコメント（2017年12月～1月）

公共施設最適化
 清水台地域公民館等複合施設の有効活用に係る説明会（2018年7月）
 安積公民館安積分室大ホール解体に伴う住民説明会（2018年10月）
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これまでの成果
 老朽化等施設の廃止
・市営住宅（簡易平屋）の除却
・公民館分室の一部除却 等

 学校施設の統廃合
・二瀬地区小中学校統廃合（２小学校、１中学校を近隣小中学校に統合）
・御舘小学校下枝分校（廃校後、体育館を公民館大ホールとして活用）

 施設の複合化
・職業訓練センターを廃止し、公民館と少年センターを複合化

 民間活用
・開成山地区体育施設（ＰＦＩ検討中）
・開成山公園（Ｐ－ＰＦＩ検討中）
・指定管理者制度導入計画に基づく新規指定管理者制度導入 等
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今後の課題
公共施設マネジメントの重要性・必要性の再認識

施設所管課の当事者意識の向上

複合化の検討スキーム
（学校施設を活用した公共施設複合化）

施設改修・修繕に係る安定的な財源の確保
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本日は、ご清聴ありがとうございました。
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